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東病棟カンファレンス記録

平成19年12月12日（水）　　　　　　　司会　横浜　亜希子　　記録　長濱　佳祐
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・本日のカンファレンスは急変患者様対応の為、連絡事項とベットコントロールの情報を掲載します。
＜連絡事項＞
・救急物品「スタイレット」が物品追加しています。各自周知して下さい。継続して現場の物品管理は全てのスタッフの責任の下、管理していきましょう。
・昨日病院の実地指導終了しています。引き続き現場でのカルテ管理は、確実にすすめていきましょう。
・現在、救急カートの一般処置物品の整理をすすめています。

・ベット調整の為、部屋移動を行っています。

　　　小熊　哲郎様　東Ａ15号室　→　東Ｃ4号室

　　　荒屋敷チエ様　東Ａ13号室　→　東Ｂ3号室

　　　畑山　広志様　東Ａ12号室　→　東Ｂ1号室

· 12月28日に行われる、もちつき大会で餅の試食があります。安ヶ平Ｄrの患者様で特別食の患者様の試食は可能か確認したところ、久保　清美様は血糖コントロールの為摂取できません。その方以外の軽食の患者様（津嶋イチ子様・長谷川陽一様・竹内恒子様・佐々木悦子様）は摂取可能との事です。当日勤務のスタッフは周知してください。

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様～本日、内科診察を行っています。12/13（木）日内変動の指示があります。また、今後は毎週月・木曜日に早朝空腹時血糖チェック（デキスター）と体重測定を行って行く予定になっています。

　　　　　　　　金曜日のリーダーは、早朝空腹時血糖チェックの指示を仰いで下さい。

· 小熊　哲郎様～発熱を繰り返している為、本日主治医報告し、胸部レントゲン施行し

　　ています。本日も、38℃台の発熱あり、解熱鎮痛剤（アンヒバ坐薬）使用しています。食事摂取状況、水分摂取状況を観察し、主治医への報告をしていきましょう。

· 藤井　孝蔵様～昨日、スタッフ見守りにて、10分間程度開放時間を設けています。

　　　　　　　　開放中は、飲水行動なく、落ち着いて過ごされていました。主治医報告し、徐々に開放時間の拡大をしていくようにとの指示がありました。スタッフが、見守りを確実に行える範囲内で、時間を拡大していきましょう。

・石塚　文明様～　本日午後、死亡退院となっていま

・本日、措置入院で女性のオカダ　イシコ様（33歳）が入院予定となっています。

＜ベットコントロール情報＞
・現在51名で経過していますが、本日入院予定の患者様1名と死亡退院患者様1名で

　総数は変わりないです。外来からの情報では、13日（木）に高田多紀子様が入院？のです。となると、52名になる状況です。

週末14日～16日には精神科救急を控えているため、東病棟ベッド数の調整は必要になっています。

各病棟の空きは次の通りです。

　西B女性1（男性1もあるが、疥癬疑い対象の方をケア中の部屋になっている）

　西Aは6

　南Cは1

次に移動可能な候補者です。

・倉橋生子様　56歳　統合失調症　H19・11・19入院　田名部医師

　　　　　　　入院時の硬さやそわそわした様子は数日ありましたが、

　　　　　　　比較的早い段階で安定は保たれています。

　　　　　　　現在も生活安定で、睡眠良好です。

　　　　　　　引き続き、西でのリハプロなどの継続が必要

　　　　　　　東B→西B　　主治医も了解得ている

・佐々木利男様　81歳　アルツハイマー認知症　H19・11・15入院　川端医師

　　　　　　　入院時は引き続き、肺炎治療が集中的に行われ、肺炎は改善。

　　　　　　　経過フォローしている段階です。

　　　　　　　糖尿病の対応はスライディングスケールなどで段階的に治療対応

　　　　　　　進めているところです。

　　　　　　　食事は自力ですが、スタッフが傍で介入見守りの状況。

　　　　　　　日中は車椅子で安定は図れています。

　　　　　　　精神状態の大きな安定は出来ています。

　　　　　　　東合→南C　　主治医も移動の報告で検討中

・鷹巣　淳一様　46歳　統合失調症　H19・11・21入院　田名部医師

　　　　　　　入院時から目立った表面上の変化はなく、生活はできている。

　　　　　　　作業療法なども安定した取り組みは出来ている。

　　　　　　　東B→西B

　　　　　　　※西Bの男性の空きはない状況ではある。

・藤井博様　58歳　アルコール依存症　　H19・11・16入院　田名部医師

　　　　　　　プログラムは取り組めている。

　　　　　　　身体の現状として、尿道狭窄などにより佐々木泌尿器科への

　　　　　　　受診を行っている。次回は14日に予定している。

　　　　　　　今後もどの程度の外出受診が必要になるかは、今後の

　　　　　　　受診により、決定されていく予定である。

　　　　　　　東D→西A

　　　　　　　※受診の頻度等もあわせて、移動が決定されていく予定です。













